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そ
の
後
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。 

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
は
進
み
、
会
員
相

互
の
交
流
を
深
め
た
後
、
閉
会
し
た
。 

   

第
四
期
役
員
（
敬
称
略
） 

（
任
期 

平
成
二
十
八
年
六
月
～
平
成
二
十
九
年
五
月
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研
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重
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県
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道
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コ
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サ
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タ
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道
路
交
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安
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喜
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大
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支
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西
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光
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福
井
大
学
大
学
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鈴
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翔
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福
井
大
学
大
学
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鹿
内 

愛
軌 

福
井
大
学
大
学
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中
村 

真
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福
井
大
学
大
学
院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

細
谷 
宗
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福
井
大
学
大
学
院 
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鋒 
 

福
井
大
学
大
学
院 

 

監
事 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

橋
本 

栄
治 

 
前
田
建
設
工
業 

第
三
期
（
通
算
代
三
十
六
期
）
決
算
報
告
（
平
成
二
十
七
年

六
月
一
日
～
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
） 

 

 

第
四
期
（
通
算
第
三
十
七
期
）
予
算
報
告
（
平
成
二
十
八
年 

六
月
一
日
～
平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
一
日
） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
四
回
総
会
が
七
月
二
日
（
土
）
繊
協
ビ
ル
で

行
わ
れ
、
約
三
十
名
の
出
席
を
得
て
、
新
役
員
・
新
予
算

な
ど
の
議
決
の
ほ
か
、
新
役
員
に
よ
る
今
期
の
活
動
報
告

が
表
明
さ
れ
た
。 

総
会
で
は
、
加
藤
哲
男
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
、
福
井
大
学
の
福
原
輝
幸
教
授
に
よ
る｢

バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
の
水
環
境｣

と
題
し
て
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
に
各
分
科
会
に
よ
る
研
究
報
告
が
あ
り
、
川
本
義
海

総
務
理
事
に
よ
る
第
三
期
（
通
算
第
三
十
六
期
）
活
動
報

告
、
田
辺
毅
総
務
幹
事
に
よ
る
新
入
会
員
紹
介
及
び
会
員

等
異
動
報
告
の
後
、
議
事
に
移
っ
た
。 

そ
の
後
議
長(

加
藤
式
男
氏)

の
進
行
の
下
、
決
算
報
告
、

予
算
案
、
役
員
改
選
、
規
約
改
定
な
ど
の
議
決
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
次
期
の
活
動
方
針
と
し
て
新
幹
事
に
よ
る
各
活

動
へ
の
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た
。 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
井
地
域

環
境
研
究
会 

第
四
回
総
会
開
催 

   

第第第
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役役役
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予予予
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加
藤
理
事
長
の
あ
い
さ
つ 

福
原
氏
に
よ
る
講
演
会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
分
科
会
報
告
会
】 

 

総
会
に
先
立
ち
、
第
三
期
の
分
科
会
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
五
分
科
会
か
ら
、｢

河
川
と
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て~

若
狭

地
方
の
事
例~

｣
、｢
交
通
路
と
し
て
の
運
河
の
役
割
に
関
す
る
歴
史

的
考
察(

そ
の
二) ｣
、｢
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い

て｣

、｢

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
国
際
化(

観
光)

時
代
に
お
け
る
県
境

道
路
の
あ
り
方｣

、
道
路
交
通
の
安
全
性
に
関
す
る
文
献
調
査
研

究
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。
今
後
、
福

井
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
題
材
を
取
り
上

げ
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ら
し
い
報
告
が
行
わ
れ
た
。
以
下
に
簡
単
な
研
究
の

要
旨
と
議
論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。 

 

【
水
分
科
会
】 

 

発
表
者 

萩
原 

貞
宏 
氏 

質
疑 

 

鹿
内 

愛
軌 

氏 

 

「
河
川
と
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
」 

 

河
川
は
人
々
の
生
活
に
密
接
に
関
連
し
な
が
ら
時
代
の
要
請
に

応
じ
て
治
水
、
利
水
、
環
境
を
取
り
込
ん
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。
特
に
環
境
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
は
も
と
よ
り
歴
史
・

文
化
に
も
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

水
分
科
会
で
は
、
昨
年
度
県
内
の
比
較
的
小
さ
い
５
つ
の
河
川

に
つ
い
て
そ
の
整
備
の
経
緯
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
状
況
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
が
、
今
回
は
若
狭
地
方
の
比
較
的
規

模
の
大
き
い
河
川
と
し
て
、
一
級
河
川
「
北
川
」
と
地
域
と
の
つ

な
が
り
の
状
況
を
、
特
に
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を

行
う
こ
と
と
し
た
。 

 

今
回
は
、
北
川
流
域
内
の
歴
史
的
な
行
事
と
し
て
「
お
水
送
り
」
、

治
水
の
歴
史
的
な
施
設
で
あ
る
「
霞
堤
」
、
文
化
的
な
施
設
と
し

て
「
瓜
割
の
滝
」
、
「
雲
城
水
」
、
歴
史
や
文
化
を
景
観
的
に
取

り
込
ん
だ
北
川
に
架
か
る
橋
「
こ
う
の
と
り
橋
」
を
調
査
対
象
と

し
た
。
調
査
項
目
と
し
て
は
、
行
事
の
内
容
や
普
段
の
土
地
利
用

形
態
、
周
辺
の
整
備
状
況
等
を
中
心
に
調
査
し
た 

(

概
要
は
機
関

誌
を
参
照) 

。 

 

今
後
は
、
さ
ら
に
別
の
河
川
に
つ
い
て
も
地
域
と
の
つ
な
が
り

の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。 

 

 

【
交
通
分
科
会
】 

 

発
表
者 

藤
田 

亜
美 

氏 

講
評
者 

福 
 

秀
則 

氏 

 

「
交
通
路
と
し
て
の
運
河
の
役
割
に
関
す
る 

歴
史
的
考
察(

そ
の
２)

」 

  

運
河
と
は
「
水
運
を
目
的
と
し
て
、
人
工
的
に
つ
く
ら
れ
た

水
路
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
古
く
は
ロ
ー
マ
時
代
か

ら
主
要
な
交
通
施
設
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
交
通

分
科
会
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
分
析
対
象
運
河
を
増
や

し
、
現
地
調
査
及
び
資
料
・
文
献
調
査
か
ら
運
河
の
歴
史
的
背

景
や
現
在
の
状
況
・
活
用
方
法
を
探
る
こ
と
で
、
交
通
路
と
し

て
の
運
河
の
機
能
継
承
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
運
河

を
含
め
た
水
辺
空
間
と
都
市
の
関
係
を
解
釈
し
、
運
河
等
の
機

能
と
形
態
を
再
構
築
す
る
た
め
の
基
本
的
な
知
見
と
す
る
。 

 

運
河
は
、
も
と
も
と
交
通
路
と
し
て
開
削
さ
れ
た
も
の
が
多

い
が
、
現
在
は
交
通
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
近
年
で
は
親
水
広
場
と
し
て
の
機
能
拡

充
、
遊
覧
船
の
運
航
、
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ト
を
使

用
し
た
「
水
上
さ
ん
ぽ
」
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
の

利
活
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
最
近
の
日
本
に
お
い
て
も
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
」
の
提
唱
等
、
水
辺
空
間
を
中

心
に
都
市
全
体
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。 

 

今
後
は
、
水
辺
と
公
共
交
通
や
道
路
網
と
の
結
び
つ
き
を
見

直
し
、
水
辺
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境(

ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ)

の
向
上
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

【
地
象
分
科
会
】 

 
 
 

発
表
者 

小
林 

孝
彰 

氏 

質
疑 

 

西
谷 

光
史 

氏 

 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
」 

 

 

大
雨
な
ど
の
防
災
減
災
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
気
象
と

並
ぶ
重
要
な
要
素
と
し
て
地
形
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
地
形
を

理
解
す
る
こ
と
は
対
策
を
講
ず
る
上
で
必
要
な
知
識
と
な

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

 

そ
の
よ
う
な
地
形
を
読
み
解
く
に
あ
た
っ
て
切
り
離
せ

な
い
も
の
が
地
名
で
あ
る
。
地
名
は
そ
の
地
域
が
過
去
に
ど

の
よ
う
な
地
形
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ

り
得
る
の
か
と
い
っ
た
、
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
の
に
有

用
な
要
素
で
あ
り
、
今
回
は
そ
の
地
名
に
着
目
し
、
地
形
や

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。 

 

現
地
調
査
は
地
名
の
歴
史
と
地
形
に
詳
し
い
海
道
先
生

（
北
陸
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）
を
交
え
、
先
生
の
講
演
会

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
箇
所
と
そ
の
付
近
の
特
徴
の
あ
る
箇

所
を
中
心
に
実
施
し
た
。 

 

今
回
、
調
査
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
名
が
河
川

と
の
つ
な
が
り
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
が
、
か
つ
て
は
川
で

あ
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
も
、
現
地
調
査
や
過
去
の
地
形
図
、

航
空
写
真
を
比
較
す
る
こ
と
で
初
め
て
そ
の
形
跡
を
確
認

で
き
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。 

河
川
整
備
で
堤
防
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
か
つ
て
ほ
ど

河
川
に
よ
る
被
害
が
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
予
想
外
の
災

害
が
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
の
中
、
ど
の
よ

う
な
災
害
が
自
分
の
地
域
に
影
響
が
あ
る
か
を
把
握
す
る

こ
と
は
減
災
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。 

今
回
調
査
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
地
名
が
暗
に
河
川
を

示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
示
す
名

前
が
確
認
さ
れ
た
。
地
名
に
は
地
域
の
特
性
を
把
握
す
る
大

き
な
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
お
り
、
地
名
を
理
解
し
、
隠
さ

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
先
人
か
ら
有
意
義

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

発表:萩原氏 質疑:鹿内氏 

発表:藤田氏 講評:福氏 
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義
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平
成
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十
七
年
九
月
時
点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H27.7 備 考 

正会員 72 入会＋0 退会－1 

賛助会員 30 入会＋7 退会－2 

計 102  

【
道
路
交
通
安
全
分
科
会
】
発
表
者 

横
木 

剛 
 

氏 

質
疑 

 

鈴
木 

翔
平 

氏 

 

「
道
路
交
通
の
安
全
性
に
関
す
る
文
献
調
査
研
究
」 

  

二
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
し
て｢

安
全･

安
心
な

ま
ち
づ
く
り｣

が
謳
わ
れ
て
久
し
く
、
わ
が
国
で
は
、
地
震
や

風
水
害
な
ど
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
や
す
い
地
理
的
特
性
を

有
し
て
い
る
た
め
‘
安
心
・
安
全
’
と
言
え
ば
、｢

防
災｣

が

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
日
々
の
生
活
で
は
、

よ
り
頻
繁
に
発
生
す
る｢

防
犯｣

「
交
通
安
全｣

に
対
す
る
ニ
ー

ズ
も
あ
る
。
超
高
齢
社
会
に
な
り
、｢

福
祉｣

に
つ
い
て
も
‘
安

心
・
安
全
’
に
関
す
る
課
題
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。 

 

こ
う
し
た
中
、
そ
の
死
者
数
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
れ
ま

で
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
る
人
々
は
桁
違
い
に
多
く
、

｢

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り｣

を
目
指
す
際
、
ま
ず｢

交
通
安

全｣

は
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
え
る
。 

 

今
年
度
は
、
最
近
二
十
年
間
に
お
け
る
道
路
交
通
の
安
全

性
に
関
す
る
調
査
研
究
や
事
業
の
文
献
を
調
査
し
、
発
行
元

ご
と
に
、
研
究
上
の
分
析
視
点
や
各
種
事
業
の
施
策
内
容
に

基
づ
い
て
文
献
の
整
理
を
行
っ
た
。 

今
後
は
、
一
部
文
献
調
査
・
整
理
が
完
了
し
て
い
な
い
も

の
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。
特

に
、
文
献
の
対
象
と
す
る
学
問
領
域
別
、
さ
ら
に
文
献
が
発

行
さ
れ
た
時
系
列
で
の
傾
向
に
着
目
し
て
整
理
す
る
こ
と

で
、
今
後
必
要
な
研
究
課
題
や
施
策
等
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 

１
２
，
０
０
０
円 

賛
助
会
員 

： 
 

３
，
０
０
０
円  

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

７
３
０
‐
３
‐
２
０
３
９
６ 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左
記
、

財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 

【
財
務
幹
事
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☆
入
退
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 

 

【
県
境
道
路
分
科
会
】
発
表
者 

橋
本 

拓
巳 

氏 

質
疑 

 

細
谷 

宗
平 

氏 

 

「
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
国
際
化(

観
光)

時
代 

に
お
け
る
県
境
道
路
の
あ
り
か
た
」 

  

近
年
の
幹
線
道
路
網
の
整
備
の
進
展
に
伴
い
、
縦
貫
・
横

断
路
線
が
有
機
的
に
連
絡
し
て
広
域
的
な
周
遊
ル
ー
ト
を
形

成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
更
に
中
部
縦
貫
自

動
車
道
や
冠
山
峠
の
整
備
に
よ
り
、
県
境
部
を
挟
ん
た
ル
ー

ト
の
選
択
肢
が
多
様
化
し
、
災
害
時
の
避
難
や
救
急
活
動
、

県
境
部
の
過
疎
地
域
の
維
持
・
再
生
、
観
光
交
通
へ
の
寄
与

が
期
待
さ
れ
る
。 

 

今
期
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
国
際
化(

観
光)
時
代
に
お

け
る
県
境
道
路
の
あ
り
方
、
活
用
方
策
を
主
要
テ
ー
マ
に
し

て
文
献
調
査
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
た
。 

 

文
献
は
愛
知
大
学
三
遠
南
信
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
編

集
・
発
行
の｢

越
境
地
域
政
策
へ
の
視
点｣

を
用
い
て
い
る
。 

 

調
査
報
告
と
し
て
は
、
①
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
広
域
的
な
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
つ
い
て
、
②
県

境
部
の
現
状
と
し
て
、
福
井
県
に
お
け
る
県
境
地
域
の
概
要

と
福
井
県
の
将
来
人
口
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
③
広
域
的
な

地
域
計
画
や
④
危
機
管
理
と
大
き
く
四
つ
の
項
目
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。 

 

次
期
の
取
り
組
み
と
し
て
、
現
地
調
査
の
実
施
や
地
域
連

携
の
実
例
の
収
集
を
行
っ
て
い
く
。 

発表:橋本氏 質疑:細谷氏 

発表:小林氏 質疑:西谷氏 

発表:横木氏 質疑:鈴木氏 

総評を行う橋本氏 


